
新宮紀宝道路開通までの軌跡

平成 14 年　７月 新宮市の住民グループ「海岸道路の建
設を促進する会」が発足される

平成 15 年　７月 鵜殿村の住民グループ「架橋虹の会」
が発足される

平成 16 年　３月 「海岸道路の建設を促進する会」と「架
橋虹の会」、行政、議会が連携し活動
する団体「熊野川河口に橋を架ける会」
が発足。以後、三重県、和歌山県、国
土交通省、地元選出国会議員等に対し、
要望活動が展開される

平成 18 年　６月 「熊野川河口に橋を架ける会」決起大
会が、新宮市で開催され、約 1,000
人の住民等が参加し、河口大橋の早期
実現などを訴える

平成 20 年 11 月 「紀伊半島一周高速道路・熊野川河口
大橋の建設を求める総決起大会」が、
新宮市で開催され、約 1,000 人の住
民等が参加し、河口大橋の早期着手な
どを訴える

平成 25 年　５月 「新宮紀宝道路」延長 2.4 キロメートル
が新規事業化される

平成 27 年　６月 「新宮紀宝道路事業着手式（道路中心
杭設置式）」を三重県側はまなびの郷、
和歌山県側は新宮市立総合体育館にお
いて開催

平成 29 年 12 月 新宮市側で工事着手することから「新
宮紀宝道路起工式」を新宮市立総合体
育館で開催。一般参加者を含め、約
450 人が出席

平成 30 年 11 月 町内で初の工事着手となることから、
「新宮紀宝道路工事説明会」がまなび
の郷で開催され、住民 67 人が参加

令和　２年　９月 「熊野川河口大橋」記念碑除幕式をま
なびの郷において開催

令和　３年　４月 「防災・減災、国土強靱化向けた道路
の５か年対策プログラム」において、

「新宮紀宝道路」の開通時期が、令和
６年秋頃と発表される

令和　５年　２月 張出し架設工法で工事が進められてい
た熊野川河口大橋（延長 821 ｍ）が
連結

令和　５年　７月 熊野川河口大橋の連結を祝う式典とし
て、「熊野川河口大橋連結を祝う会」が、
丹鶴ホールにおいて開催され、約 270
人が参加

令和　６年 11 月 国土交通省近畿地方整備局紀南河川国
道事務所より、新宮紀宝道路の開通が
12 月７日、午後３時と発表される

令和　６年 12 月 新宮紀宝道路の開通を記念し、「新宮
紀宝道路開通記念式典」がまなびの郷
で開催され、約 300 人が参加。同日、
午後３時に開通
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01. テ ー プ カ ッ ト と く す 玉 開
披。02. 万 歳 三 唱。03. 通 り 初
め。04. 熊野水軍子供太鼓の演奏。
05. もちまき。06. 西田町長による
謝辞。07. 三輪崎郷土芸能保存会に
よる「鯨踊り」。08. 近畿大学附属
新宮高等学校・中学校吹奏楽部の
ウェルカム演奏。
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